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高校生の家庭に関する意識調査
一 日本とイギ リスの比較 一
林 孝 夫
〔抄録〕
大学院紀要第24号では,青 年期にある高校生の学校に対する意識を探 り,その結果
をニュージーランドの高校生と比較する事により,高校生が心豊かな学校生活を送る
ためにはどうすればよいのかを検討した。本稿では,日本の高校生の家庭生活に対す
る意識を探 り,日本の家庭における教育力の低下の事実の有無について検討するとと
もに,ま た高校生は家庭では家族とどのように関わりをもっているのかを理解 し,彼
らが少 しで も夢のある青年期 を送ることができる一助になればと考えこの意識調査を
実施 した。調査 においては,「家では誰 と一番 よく話 しますか」をはじめとした家庭
における対話相手,対 話内容,対 話相手に対する意識,理 想の父親像,母 親像を尋ね
る設問を用意 し,は じめに日本の高校で意識調査 を実施 した。その後イギリスの高校
生に対 しても同様の調査を実施 し,両国の高校生の家庭生活に対する意識についての
共通点,相 違点を見つけだそうとした。
キーワード:家庭生活,親 子関係,家 庭の教育力
は じ め に
大学院紀要24号では友人関係や学業不振による不登校生徒が増加 しつつある現状を踏まえ,
青年期にある高校生の学校に対する意識を探 り,その結果をニュージーランドの高校生の調査
結果 と比較することにより,日本の高校生がどういう青年期を過ごしているのか,ど うすれば
心豊かな夢のある学校生活を送ることができるのかを考察した。
中央教育審議会の最近の第一次答申で 「家庭の教育力の低下」が指摘され,文部大臣も 「お
父 さんをもっと家に帰 して」 と経済団体に要請するなど,文部省は最近,「家庭の教育力の充
実」を強調 している。本稿はこの事実を踏まえ,現代の高校生が家庭で,親 兄弟姉妹などの
一207一
佛教大学大学院紀要 第25号(1997年3月)
うち,一体誰と主に対話 しているのかまた,そ の人達に対して彼 らはどのような意識を持って
いるのか,親 に対 してどのようなことを望んでいるのかを探ろうとした。そうしてこの調査結
果をほぼ同年代のイギリスの高校生の意識調査と比較することにより両国の共通点,相 違点を
見つけだそうとした。さらに,日本の家庭の教育力が本当に低下しているのか,も し低下 して
いるとすればどのように改善 していけばよいのかを同時に探ろうとした。この考察が高校生が
夢の持てる青年期を送る一助になればと考える。
1,調査方法,時 期,人数
本研究では,高校生の家庭生活に対する意識を探るために,質問紙による調査 を無記名でお
こなった。上記目的のために,家庭における対話相手,そ の内容,そ の対話相手についての意
識,高 校生の考える理想の母親像,父 親像についての5項 目を設定 した。調査時期は,日本の
高校生については,1993年10月から1994年5月にかけて,京都府下,滋 賀県下,大 阪府下のそ
れぞれの高校において実施 した。アンケー ト総数は男子159人,女子111人,合計270人である。
一方,イギリスの高校生については,1996年1月に筆者がイギリス中西部バーミンガムの近
くの都市 ウルバーハンプトンを訪ねた際にTコ ンプリヘンシブスクールに通うイギリス人の知
人の娘 さんにアンケー トの実施を依頼 し,3月 末に郵送で結果を受け取った。
アンケー ト総数は,男子42人,女子44人,合計86人である。
設問1(表1～4)に 関 しては,日本の高校 においてそれぞれ項 目に違いがあるが,こ れは
最初蓋高校で父親,母 親 との対話の頻度を調べるための設問を用意し,さ らにその半年後にB
高で,調査 を実施する際 し,生徒にとってより回答 しやすい設問にすると同時に彼 らが家庭で
父親 母親以外(兄 弟,姉 妹を除 く)に誰を対話相手に選んでいるのかを調べ ようとしたもの
である。 さらにC高 で調査 を実施する際に,選択枝の中にB高 では省いた兄弟,姉 妹 をも加
え,家庭における対話相手を見ようとしたものである。それ以外の設問に関しては,3校 とも
同 じである。また,イ ギリスの高校で実施 した設問はC校 で実施 したものと全 く同じもので
ある。
2,調査結果の考察
a,対話相手について
設問1「 あなたはお父さん,お母 さんと話 しますか」(A高)の結果は表1に 示す。
「あなたは家族 ・親戚の中で,兄弟 ・姉妹を除いて誰と一番 よく話 しをしますか」(B
高)の結果は表2に示す。
「家で誰 と一番 よく話 しをしますか(父 ,母,祖 父,祖 母,お じ,おば,姉(妹),兄
(弟)」(C高,イギリス)の結果は表3に 示す。
1:
高校生の家庭に関する意識調査(林)
表1A高 「あなたはお父 さんとよく話 しますか」 男子71人,女子59人
「あなたはお母 さんとよく話 しますか」
父 母
男子 37(52.1%)34(47.9%)
女子 32(54.2%)52(88.1%)数字は 「はい」 と回答 した人数を表 している
表2B高 「あなたは家族,親 戚の中で,兄弟 ・姉妹を除いて誰 と一番 よく話をしますか」
男子39人,女子9人
父 母 祖父 祖母 お じ おば 兄弟 姉妹
男子 22(56.4%)13(33.3%) 1(2.6%)
女子 2(22.2%)7(77.8%)
表3「 家であ なたは誰 と最 もよく話 しますか(父,母,祖 父,祖 母,お じ,お ば,
姉(妹),兄(弟)」
C高 男子49人 女子43人
父 母 祖父 祖母 おじ おば 兄弟 姉妹
男子 4(12.3%)13(26.5%) 2(4.1%)i(2/〉 1(2%) 2(4.1%)
女子 3(7%)32(74.4%) 1(2.3/)1(2.3%)1(2.3%)5(11.6%)
表4イ ギリス 男子42人 女子44人
父 母 祖父 祖母 おじ おば 兄弟 姉妹
男子 13(31%)6(14.3%)3(7.1%) 5(11.9%) 13(31/)2(4.8%)
女子 8(18.2%)22(50/) 4(9.1%)2(4.5%)11(25%)
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まず最初に日本のA高 に着目して,「父親」厂母親」との対話頻度を見ていくことにする。設
問の 「お父 さんと話 しますか」については,男 子で 「はい」が71人中37人(52.1パー セント)
と過半数を上回っている。女子も59人中32人(54.2パー セント)とやはり過半数を上回ってい
る。このことから男女共,父 親との問でかなり親子の対話がおこなわれていることがわかる。
一方また父親の方も子供と対話しようと努力 していることがうかがわれる
。 しか し,この高校
生の父親の年代は社会的にも責任を持つことが要求され,その分仕事量が増え,帰宅時間が遅
くなった り,土曜 日,日曜日は休養に当てたり,付 き合いのゴルフ等で家を留守にしたりと
いったように父子の対話の時間を確保することが難 しいのではないかと思われる。このA高 の
調査を実施 した前後の時期は,いわゆる企業戦士と呼ばれた父親が夜遅 くまで残業するという
風潮が見 られた時期であり,子供との対話時間が少ないのも致し方ないのかもしれないが,現
在では父親が家庭に目を向ける割合はさらに高 くなっていると考えられ,父子の対話頻度はさ
らに高 くなっているであろうと予想 される。それでもまだ母親 と比較すると対話頻度は低 く,
今後父子対話に向けて父親側の一層の努力が求められるであろう。「は じめゴにでも触れたが,
家庭における教育力の復権は今後父親が母親 と共に責任を分かち合い,ど のように育児や家事
に参加 してい くかにかかっているのではないだろうか。
次に 「お母さんと話しますか」について見ていくと男子は 「はい」が71人中34人(47.9パー
セント)で,「いいえ」が36人(50.7パーセント)と僅差ではあるが 厂いいえ」が多 くなって
いる。一方,女子は 厂はい」が59人中52人(88.1パー セント)と母親との問でかな り高い頻度
で会話がなされていることがわかる。筆者は最初,女 子の回答では 「はい」がかな り多 くな
り,一方男子は対話頻度はもっと低 くなるだろうと予測 していたが,男子は 「いいえ」が過半
数に達 したとはいえ,男女共比較的母子の対話はおこなわれているといえるのではないかと考
える。 しか し今後母親の社会進出が一層増加し,一方父親が家庭にいる時間が増加 し,母親と
家事を今まで以上に分担するようになるにつれて,こ の母子の対話頻度はどのように変化 して
い くかが問題となろう。今までの 「父親が働 き,母親が家庭を守る」 という伝統的なパターン
が崩れ,現在のように 厂父親,母 親が共に働 く」 さらには今後 厂父親が家庭を守 り,母親が働
く」という家庭が増加 した場合に,今度は家庭にいて,子供と一番よく接する立場にいる父親
が対話相手の第一位にくることもあるだろうし,またそれとは逆に父親が家事をし,母親が働
いてもやはり,対話相手 としては母親が一番に選ばれるということもあるだろう。この親子の
交流には両親の父性,母 性の問題もあるかもしれないと思われる。例 えば,好 きな人ができた
時には,母親の方が話 しやすいといったこともあるだろう。このA高 の結果から男女共比較的
親子の対話がおこなわれているといえる。親か らの心理的な距離が遠の くという中期青年期
くの
(プロス1962)にいる彼 らと親 との間で対話がかなりおこなわれているということはまだまだ
家庭における教育力の復権の可能性が残 されているといえるだろう。
次に家族の中で誰を対話相手 として選んでいるかを日・英両国で比較 して見る。1の 調査方
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法の所でも述べたようにB高 とC高では設問が若干異なっている。結果は日本の男子全体(B
C高を合わせた数)で は父親 と母親を選択 した数が同数である。両校 をさらに詳 しく見ていく
とB高では父親が,C高 では母親を選択 した数が多 くなっている。一方イギリスの高校生男子
では42人中13人(31パーセント)と父親が圧倒的に多 くなっている。次にイギリスとC高 を比
較するとC高では二位に父親(12.3パーセン ト)が,一方イギリスでは兄(弟)(31パー セン
ト)が父親と同数で一位になっている。女子についてはイギリスとC高を見てみると二位に父
親を抜いて姉(妹)(日本11.6パーセント,イギ リス25パー セント)が来ていることが興味深
い。以上のことから考えて,日 本では父親 母親がやはり家庭における子ども達の一番の対話
くふ
相手になっていることがわかる。さらに青木多寿子 が指摘 をしているように,イ ギリスにお
ける男子に関 しては 「父親が対話者として重要であ り」,また両国とも女子に関しては 「母親
が対話者として重要である」ことがわかる。他の対話相手の選択で両国を比較 した時に特徴と
して浮かび上がってくるのは,イ ギリスおいて男子で 「お じ」(11.9パー セン ト)を,女子で
は 「おば」(9.1パーセント)を選択する割合が高かったことである。ところで日本のB高で父
親が,C高 で母親が選ばれた割合が高 くなったのは,ど うしてだろうか,今後詳 しく調査 して
みたい。一方,日 本で も女子 に少 し見 られるが,イ ギ リスで男女 とも父親 母親以外 に兄
(弟),姉(妹)との対話頻度が高 くなっていることがわかる。これは女性の社会進出に伴い,
親が共に働きに出て,姉や兄しか対話相手がいないことに原因があるとも考えられるがこれは
やはり,年齢的にも近 く,親と話すよりも身近で話しやすいということで選ばれたのであろう
と考えられる。それとも日 ・英の養育の方法の違いによるものかどうか,今後詳 しく調査する
必要があろう。
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b.対 話の内容 について
設問2「 その人 とどんな話 を しますか」 の結果 は表5～11に 示す。
「どんな話 をしますか」
表5「 父親」
イギリス 男子42人 日本 男子159人 イギリス 女子44人 日本 女子111人
サ ッ カー な どの ス ポ ー ッ い ろい ろ22(13.8%) 学 校 の こ と5(11.4%) 学 校 の こ と12(10.8%)
10(23.9%)人生や進路9(5.7%) サ ッ カ ー な どの ス ポ ー ッ 進路7(6.3%)
人生,人 間関係など自分 学校 の こ と6(3.8%) 3(6.8%)い ろ い ろ6(5.4%)
の抱えている問題 野球などのスポーッ 仕事1(2.3%) 世間話4(3.6%)
5(11.9%) 5(3.1%)悩み1(2.3%) その日の出来事
学 校 の こ と3(7.1%) 政治1(0.6%) 興味を持っ.ていること 3(2.7%)
コ ン ピュ ー ター 釣 り1(0.6%) 1(2.3%)テ レ ビ3(2.7%)
2(4.8%)仕事1(0.6%) 母 の こ と1(2.3%) 政治3(2.7%)
お金1(2.4%) その日の出来事 お金1(2.3%) 家 の こ と2(1.8%)
テ レ ビ1(2.4%) 1(0.6%)何でも1(2.3%) 昔 の こ と1(0.9%)
女の子1(2.4%) 車1(0.6%) 感 動 した こ と1(0.9%)
車1(0.9%)
ニ ュ ー ス1(0.9%)
秘密1(0.9%)
友人1(0.9%)
父の仕事1(0.9%)
表6「 母親」
イギリス 男子42人 日本 男子159人 イギリス 女子44人 日本 女子111人
学 校 の こ と5(11.9%) 学 校 の こ と22(13.8%)学 校 の こ と14(31.8%)学校のこと40(36%)
い ろい ろ1(2.4%) い ろい ろ20(12.6%) 友人(ボーイフレンド) い ろ い ろ23(20.7%)
ス ポ ー ッ1(2.4%) 進路11(7%) 8(18.2%)進 路14(12.6%)
テ レ ビ1(2。4%) 食事(お弁当)6(3.8%)悩 み7(15.9%) 身のまわりのこと
外出先等1(2.4%) 家 の こ と4(2.5%) 宿題2(4.5%) 7(6.3%)
世間話3(1.9%) 音楽2(4.5%) 友人(ボーイフレンド)
政治2(1.3%) 家や家族のこと 5(4.5%)
友人2(1.3%) 2(4.5%)世間話4(3.6%)
野球1(0.6%) 秘密2(4.5%) 料理4(3.6%)
勉強1(0.6%) お化粧や服装など興味を クラブ活動2(1.8%)
口げんか1(0.6%) もっ て い る こ と いろいろな場面で感 じた
父 と同 じ こ と1(0.6%) 2(4.5%)こ と2(1.8%)
女性からの視点について 人生1(2.3%) 遊び2(1.8%)
1(0.6%)お金1(2.3%) 姉 の こ と2(1.8%)
お金1(0.6%) 世間話1(2.3%) 昔 の こ と1(0.g%)
誰からの電話だったとか 楽 しい こ と1(0.9%)
i(o.s/) 髪の話1(0.9%)
遊び1(0.6%) 最 近 の ニ ュ ース
お金1(0.6%) 1(0.9%)
無理に話して くるから対 家 の こ と1(0.9%)
応 しているだけ 犬 の こ と1(0.g%)
1(o.s/) 悩み1(0.9%)
年代の考え方のギャップ 母の仕事について
につ い て1(0.6%) 1(0.9%)
昔の苦労話1(0.6%)
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表7厂 兄(弟)」
イギリス 男子42人 日本 男子 イギリス 女子 日本 女子
女 の 子6(14.3%) 回答なし 回答なし 回答なし
ス ポ ー ッ6(14.3%)
学校 の こ と5(11.9%)
音楽4(9,5%)
父と母について
2(4.8%)
仕事や人生2(4.8%)
釣 り2(4.8%)
お金1(2.4%)
友人1(2.4%)
テ レ ビ1(2.4%)
表8「 姉(妹)」
イギリス 男子 日本 男子 イギリス 女子44人 日本 女子43人
回答なし 回答なし 男 の 子(友 人)9(20.5%)友人や学校のこと
悩 み(人 生)4(9.1%) 4(9.3%)
学 校 の こ と3(6.g%) 将 来 の こ と1(2.3%)
音楽3(6.9%) ク ラブ 活動1(2.3%)
夢1(2.3%)
お 金1(2.3%)
世間話1(2.3%)
何 で も1(2.3%)
表9「 お じ」
イギリス 男子42人 日本 男子 イギリス 女子 日本 女子
い ろい ろ2(4.8%) 回答なし 回答なし 回答なし
サ ッカー な どのスポ ー ツ
2(4.8%)
学 校 の こ と1(2.4%)
音楽1(2.4%)
コン ピュ ー ターゲー ム
1(2.4%)
釣 りやキャンプ
1(2.4%)
表10「 おば」
イギリス 男子 日本 男子88人 イギリス 女子44人 日本 女子
回答なし テ レ ビの 話1(1.1%) 学 校 の こ と2(4.5%) 回答なし
何 で も2(4.5%)
家 の こ と1(2.3%)
お金1(2.3%)
成 長 につ い て1(2.3%)
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表11「 祖 母」
イギリス 男子 日本 男子88人 イギリス 女子 日本 女子
回答なし 人生1(1.1%)
お も しろ い話1(1.1%)
回答なし 回答なし
次 にそれ ぞれの対話相 手 と対話 す る内容 について見 てい くとイギ リスで は男子 は父親 と①
「サ ッカーな どのス ポー ツ」(23.9パー セ ン ト)② 「人生 な どの悩 み」(11.9パー セ ン ト)③
厂学校の こ と」(7.1パー セ ン ト),一方 日本 では① 「い ろい ろ」(13.8パーセ ン ト)② 「進路」
(5.7パーセ ン ト)③ 「学校 の こと」(3.8パー セ ン ト)④ 厂野球 などのスポーツ」(3.1パー セ ン
ト)に ついて話 している ことがわかる。両 国 ともよ く話 を してい るが,そ の中で もイギ リスで
は 「ス ポーッ」が,一 方 日本 では 「いろいろなこと」が一位 になってお り,特 に父親 とは重要
な問題 だけを相談する といったこ とで はな く,日 常的 に日本では 「いろいろ」 なこ とを,イ ギ
リスで は 「スポーッ」 を中心 にかな りの父子対話がお こなわれている ことが うかが える。食卓
を囲み,ま たは,テ レビの前でス ポーッなどについて会話 をしている父子像が浮か んで きてほ
ほ えまし くなる。 さらには 「学校」や 「進路」 について もよ く会話 がおこなわれてい るこ とが
わ かる。 こ こで見 られ たス ポー ッつ いて 日本 では 「野 球」 が 多 いの に対 し,イ ギ リス で は
「サ ッカー」が多い とい うのは興味深 い点 である。 日本 で も,す で にプロのJリ ーグが発足 し,
サ ッカー人気 が高 まって きてい るが,現 在の小学生 が高校生 になる頃にはサ ッカーが父親 と話
すスポーツの一位 になってい るのだろ うか,そ れ ともまだ野球が一位の座 を占めているのだろ
うか。女子 も同様 に父親 とイギ リスで は① 「学校 のこ と」(11.4パーセ ン ト)② 「サ ッカーな
どのスポーツ」(6.8パー セ ン ト)③ 「仕事」(2.3パー セ ン ト)③ 「悩みJ(2.3パー セ ン ト)な
ど,一 方 日本で は① 「学校 のこ と」(10.8パー セ ン ト)② 「進路」(6.3パー セ ン ト)③ 「いろ
いろ」(5.4パー セ ン ト)④ 「世間話」(3.6パー セ ン ト)⑤ 厂その 日ので きごと」(2.7パー セ ン
ト)⑤ 「テレビ」(2.7パー セ ン ト)⑤ 「政治」(2.7パー セ ン ト)と い う順 になってお り,父 親
との間でか な り会話がお こなわれている ことが わか る。 また,青 木 も指摘 している ように男子
同様 に父親 との 問で 「進路」 等の重 要な問題 につい て も真 剣 に話 し合われ ている ことが わか
る。 ここか らは両 国において進路や家庭 のこ とは母親 まかせ とい った姿は見 えず,父 親 の積極
的 な姿が浮かんで くる。
次 に母親 との対話 内容 について見てい くと男子 でイギ リスで は 「学校 の こと」(11.9パー セ
ン ト)が 最 も多 く,次 いで 厂い ろい ろ」(2.4パー セ ン ト)「スポーツ」(2.4パー セ ン ト)厂テ レ
ビ」(2.4パー セ ン ト)な どが きている。 日本で は① 「学校 の こ と」(13.8パーセ ン ト)② 「い
ろいろ」(12.6パーセ ン ト)③ 「進路」(7パ ーセ ン ト)④ 「食事」(3.8パー セ ン ト)⑤ 「家の
こと」(2.5パー セ ン ト)⑥ 「世間話」(1.9パー セ ン ト)な どの順 になっている。女子で はイギ
リスで① 「学校 のこ と」(31.8パーセ ン ト)② 「友人(ボ ーイフ レン ド)」(18.2パーセ ン ト)
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③ 「悩 み」(15.9パー セ ン ト)④ 「宿 題」(4.5パー セ ン ト)④ 「音 楽」(4.5パー セ ン ト)④
「家や家族」(4.5パー セ ン ト)④ 「秘密」(4.5パー セ ン ト)な どの順 とな り,日 本 で は① 「学
校 の こと」(36パー セ ン ト)② 「い ろいろ」(20.7パーセ ン ト)③ 「進路」(12.6パー セ ン ト)
④ 「身の回 りの こと」(6.3パー セ ン ト)⑤ 厂友 人」(4.5パー セ ン ト)⑥ 「世間話」(3.6パー セ
ン ト)⑥ 「料 理」(3.6パー セ ン ト)と いっ たよ うに,青 木 も指摘 している ように父親 同様 に
「進路」 厂学校の こと」「悩み(人 生)」 といった重要 な問題 を話 し合 ってい るのは もちろんの こ
とであ るが,「化粧 ・服装」 「料 理」 といったかな り日常的 な事柄 について母親 と対話 がお こな
われてい ることがわかる。
さ らにイギ リスで は男子 で兄(弟)と ① 「女の子」(14.3パー セ ン ト)② 「学校 の こ と」
(11.9パーセ ン ト)③ 厂音楽」(9.5パー セ ン ト)④ 「父 と母 につい て」(4.8パー セ ン ト)④
「仕事 や 人生」(4.8パー セ ン ト)「釣 り」(4.8パー セ ン ト),女子 で は姉(妹)と ① 「男 の子
(友人)」(20.5パーセ ン ト)② 「悩 み(人 生)」(9.1パー セ ン ト)③ 「学校 のこ と」(6.9パー セ
ン ト)③ 「音 楽」(6.9パー セ ン ト)④ 「夢」(2.3パー セ ン ト)④ 「お金」(2.3パー セ ン ト)④
「世間話」(2.3パー セ ン ト),また 日本 の女子で も姉(妹)と ① 「友 人や学校 のこ と」(9.3パー
セ ン ト)② 「将来 のこ と」(2.3パー セ ン ト)② 「クラブ活動」(2.3パー セ ン ト)に つ いて対話
がおこなわれているこ とが わか る。 イギリスの女子 では母親 と同 じ程度 に さまざまな悩 みや人
生 に関する相談が姉(妹)と の問でお こなわれている ことがわかる。 これ らの結果か ら設問1
で も述べ た ように親が共 に働 きに出て,兄 弟姉妹 しか対話相手が いないこ とも考 えられ るが,
これはやは り年齢的 にも近 く,親 と話 をする よ りも身近 で話 しやすい とい うことで選 ばれたの
であろ う。話 の内容 も親 に代 わって相 談する とい うこ ともあろ うが,む しろ親 には言 えない こ
とを相談 しているとい えるのではないだろ うか。兄弟姉妹 に話す こ とで心の 中を整理 してい る
ので はないだろうか。いわば,兄 弟姉妹 が カウンセラーの代 わ りを しているとい って もよいの
か も しれない。少子化が進 む現在相 談 した り,け んか した りす る兄弟姉妹が少ない とい うこと
が今後 の子 どもの成長 にどの ような影響 を及 ぼす のか,今 後調査す る必要があろ う。
次 に設問1(表1～4)で も触 れたが,イ ギ リスで は日本 と比べ,男 子でお じを,女 子 でお
ばを対 話相手 として選択す る割合が高 かったが,そ の 内容 と しては男 子で はお じと 「いろい
ろ」(4.8パー セ ン ト)厂サ ッカーなどのスポー ツ」(4.8パー セ ン ト)「学校 の こと」(2.4パー セ
ン ト)「音 楽」(2.4パー セ ン ト)「コ ンピューターゲーム」(2.4パー セ ン ト)と いった ようない
ろ いろ な ことを話 してい る。一 方女子 も同様 に 「学校 の こと」(4.5パー セ ン ト)「何 で も」
(4.5パーセ ン ト)厂家の こと」(2.3パー セ ン ト)「お金」(2.3パー セ ン ト)と いったさ まざまな
事柄 について対話 しているこ とが わか る。父 と母 との対話 内容 にあ ま り差 がないこ とか ら,男
子 に とってお じが,女 子 に とって はお ばがそれぞれ父親 母親 が不在 の時 にその代 わ りを して
いる もの と考 え られる。 ただ し父,母 と比べて進路の話 は出て こないので,進 路等人生 の重 要
な問題 については父親 母親 と話 してい るもの と考え られる。
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c.対 話相手 の印象 について
設問3「 その人 について どう思い ますか」 の結 果は表12～17に示 してい る。
「その人 について どう思い ますか」
表12「 父親」
イギリス 男子42人 日本 男子159人 イギリス 女子44人 日本 女子111人
卩
偉大だ(尊敬 している) 普通の父11(6.9%) 好 きだ4(9.1%) 頼 りに な る7(6.3%)
5(11.9%)尊敬 している8(5%) うま くい っ て い る よく働いている
友 人 の よ うだ4(9.5%) がんばっている 2(4.5%) 5(4.5%)
う ま くい っ て い る 3(1.9%)厳 しい時もあるがやさし 尊 敬 して い る3(2.7%)
2(4.8%)何 とも思わない レ、2(4.5%) お父さんという感 じ
いつ も側にいてくれる 3(1.9%)友 人 の よ うだ1(2.3%) 3(2.7%)
2(4.8%)よい と思 う3(1.9%) お も しろ い1(2.3%) 嫌な面があるので直 して
僕が好 きなものを知って 苦 労 してい る2(1.3%) 太 っ て い る1(2.3%) ほ しい3(2.7%)
い る2(4.8%) 嫌いだ2(1.3%) 何 とも思わない
短気,わ がまま 3(2.7%)
2(1.3%) 女子き3(2.7%)
うる さい1(0.6%) 明 る く楽 しい2(1.8%)
一番信頼で きる や さ しい2(1.8%)
1(0.6%) 黙って見ていてくれる
昔は尊敬していたけど今 2(1.8%)
は何 とも思わない 短気2(1.8%)
1(0.6%) いろいろ答えてほしいけ
いい人だが,怒 り方が厳 ど答えてほしい時には茶
しい1(0.6%) 化 され る1(0.9%)
いつ も心配 してくれてい 過保護1(0.9%)
る1(0.6%) パ ワ フ ル1(0.9%)
堅 い1(0.6%) 兄弟のような感じ
何でもやってくれる 1(0.9%)
i(o.s/) 嫌な時もあるし,いいと
仕事のみをしている き もあ る1(O.9%)
1(o.s/〉 あ まの じゃ く1(0.9%)
もう少し僕の意見を聞い 普段はやさしいけど怒れ
て ほ しい1(0.6%) ば恐 い1(0.9%)
いろいろ知っている 好 きで ない1(0.9%)
1(0.6%) いい加減である
あ まい1(0.6%) i(o.s/)
お じ さん1(0.6%) 恋人とすれば一番いやな
タイ プ1(0.9%)
嫌いな時は嫌い
1(0.9%)
自分勝手1(0.9%)
進学する ときに参考 に
なっ た1(0.9%)
大変だなと思う
1(0.9/〉
仕事のみをしている
1(0.9%)
お父さんは私に負かされ
て い る1(0.9%)
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表13「 母親」
噛
イギリス 男子42人 日本 男子159人 イギリス 女子44人 日本 女子111人
心配 してくれ,守 ってく 普通の母親13(8.2%)う ま くい っ て い る おこりっぽいけどやさし
れて,何 でもしてくれる よく怒る8(5%) 6(13.6%)くて私をわかって くれる
1(2.4%)何 とも思わない 話 しや す い4(9.1%) 16(14.4%)
とても愛 している 8(5%) 愛 して い る3(6.8%) 尊敬 しているし,頼 りに
1(2.4%)尊敬 している8(5%) す ば ら しい3(6.8%) な る8(7.2%)
話 しやすいし,よい聞き い い 人4(2.5%) 姉妹友人のようだ すばらしい(偉い)
手1(2.4%) 親孝行したい人 2(4.5%) 6(5.4%)
1(o.s/)や さ しい2(4.5%) がんばり屋5(4.5%)
お も しろ い人1(0.6%) (私を)理解 してくれる お も しろ い3(2.7%)
美 し くな い1(0.6%) 2(4.5%)う る さい3(2.7%)
頭 が ま わ る1(0.6%) 私 と似 て い る2(4.5%) うそつきでわがまま
タ フ1(0.6%) 宿題に関しては厳 しい 2(1.8%)
すばらしいが喜怒哀楽が 2(4.5%)ちょっと子供みたいな所
激 しい1(0.6%) 私のしたいことをさせて があってかわいい
信 頼 で き ない1(0.6%) くれ る2(4.5%) 2(1.8%)
よ い と思 う1(0.6%) 言い争いをする 親2(1.8%)
わが ま ま1(0.6%) 2(4.5%)女子き2(1.8%)
頼 りに な る1(0.6%) か わ い い1(2.3%) よ きア ドバ イザ ー
てきぱきしている 模 範 とな る人1(2.3%) 2(1.8%)
1(o.s/〉 何 とも思わない
物事を決めつけて しまう 2(1.8%)
1(o.s/〉 なくてはならない存在
父の意見にいつも賛成 2(1.8%)
1(0.6%) 気楽な人1(0.6%)
賢 い1(0.6%)
めんどくさが り
i(o.s/)
自分が一番偉いと思って
い る1(0.6%)
明 るい1(0.6%)
お父さんには刃向かえな
い人1(0.6%)
人を甘やかす人
i(o.s/)
臆病だけどやさしい心を
持 って い る1(0.6%)
精神的には強い人だし,
す ごい1(0.6%)
世間の目を気にし過 ぎる
1(0.6%)
心配症1(0.6%)
相談相手であり,私 を産
ん で くれ た 人1(0.6%)
姑の間が大変だと思う
1(0.6%)
ばかなことばかり言って
い る1(0.6%)
時々急にむきになる
i(o.s/)
す こ し きつ い,私 の こ と
をわかってくれる時 と全
然わかってくれない時が
あ る1(0.6%)
か わ い そ う1(0.6%)
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何でも話せる雰囲気がほ
しい1(0.6%)
嫌 な と き もあ る し,い い
と き もあ る1(0.6%)
明るいけど怒ると恐い
1(0.6%)
わがままだけどかわいい
と思 う1(0.6%)
忙 しい人生を歩んでいる
1(0.6%)
見習い たい部分 をあ る
が,合 わない部分 もある
1(0.6%)
結構あっさりしている
1(o.s/〉
何でも話せる姉のよう
1(0.6%)
大 きい存在でお母さんの
ようになりたい
1(0.6%)
す ご い と思 う1(0.6%)
表14「 姉(妹)」
イギリス 男子 日本 男子49人 イギリス 女子44人 日本 女子43人
回答なし 賢い1(2%) 私 を理 解 して くれ る(励
ま して くれ る)5(11.4%)
愛 して い る2(4.5%)
話 しや す い2(4.5%)
よ くわ か っ て くれ る
1(2.3%)
信 頼 で きる1(2.3%)
表15厂 兄(弟)」
イギリス 男子42人 日本 男子 イギリス 女子 日本 女子43人
けんかをするが,話 しや 回答なし 回答なし 最高の兄1(2.3%)
す く,う ま くい っ てい る
8(19%)
とても面倒見がよい
1(2.4%)
冷静1(2.4%)
表16「 お じ」
イギリス 男子42人 日本 男子88人 イギリス 女子 日本 女子
信 頼 で きる(尊敬 で きる)
3(7.1%)
父 の よ うだ2(4.8%)
や さ しい1(2.4%)
お も しろ い1(1.1%) 回答なし 回答なし
表17「 おば」
イギリス 男子 日本 男子88人 イギリス 女子 日本 女子
回答なし お も しろ い 人1(1.1%) 回答なし 回答なし
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ここでは設 問1(表1～4)で 選択 した対話相手 に対す る思い を見 てい く。設問の関係 上,
日本のA高 に関 しては,父 親 母親 につ いて どう思 うのか を全員 に尋 ねてい る,そ の結果 を含
めての 日本の考察 となる。
まず父親に関 して,男 子 でイギ リスでは① 厂偉大 だ(尊 敬 してい る)」(11.9パーセ ン ト)②
「友人 の ようだ」(9.5パー セ ン ト)③ 「うま くい っている」(4.8パー セ ン ト)③ 「いつ も側 に
いて くれる」(4.8パー セ ン ト)の 順 となっている。一方 日本 では① 「普通 の父」(6.9パー セ ン
ト)② 「尊敬 している」(5パ ーセ ン ト)③ 「が んばっている」(1.9パー セ ン ト)③ 「何 とも
思わない」(1.9パー セ ン ト)③ 「よい と思 う」(1.9パー セ ント)⑥ 「苦労 してい る」(1.3パー
セ ン ト)と い う意見が続 く。イギ リスではすべ て肯 定的な回答 で占め られ,こ こで も安定 した
父子関係 が築かれてい ることがわかる。 ここでは まるで父 と子 が友 人であるかの ような何 で も
話せる父子関係 にあ ることがわかる。 日本 において も肯定的な回答 が多 く見 られる。 回答 で多
く見 られた 「普通の父」 とい う意見 も自分 の父親 をあるが ままの父親 として肯定 的に受 け入 れ
てい る もの と考 えられ る。 この ことか ら日本 において も安定 した父子 関係が築 かれている とい
える。 ただここで気 になる点 としては,否 定的 な回答が少 し見 られるの と 「別に何 とも思 わな
い」 といった投 げや りとも受 け取れ る回答が見 られ ることである。
次 に女子 に関 してイギリスで は① 「好 きだ」(9.1パー セ ン ト)② 「うま くいってい る」(4.5
パ ーセ ン ト)② 「厳 しい時 もあ るがや さ しい」(4.5パー セ ン ト)③ 「友人の ようだ」(2.3パー
セ ン ト)等 や は り肯定 的な回答が 多い。一 方 日本 で も① 厂頼 りにな る」(6.3パー セ ン ト)②
「よ く働 いている」(4.5パー セ ン ト)③ 「尊敬 して いる」(2.3パー セ ン ト)等 の肯定的 な回答
が多 く,双 方 とも男子 同様 に父娘関係 は安定 しているとい える。その他 日本では調査 対象の数
も多 い こともあるが,「いやな面 があるので直 してほ しい」(2.3パー セ ン ト)「短気」(1.8パー
セ ン ト)等 否定的 な意見 を含 めて実 にいろいろな回答が見 られ る。 「恋人 とすれば一番 いや な
タイプ」(0.9パー セ ン ト),イギ リスで も 「太 ってい る」(2.3パー セ ン ト)と いった回答 に見
られる ように男子 とは違い 『異性 としての父親』 を冷静 に観察 してい ることがわか る。 ただこ
こで も日本で 「何 とも思わない」 とい う意見 が見 られたのが気 にかか る点で ある。
ついで母親 について見てい くと男子 に関 して 日本 では 「普通のお母 さん」(8.2パー セ ン ト)
「尊敬 してい る」(5パ ーセ ン ト)「いい人」(2.5パー セ ン ト)と い った肯定 的な回答 も多 く見
られる反面,厂 よく怒 る」(5パ ーセ ン ト)「何 とも思 わない」(5パ ーセ ン ト)と いった否定 的
な回答 も多 く見 られ る。 これは父親 と比較 した場 合に母親 の方 が家庭 にいるこ とが多 く,父 親
以上 に子 どもと接す る時間が長 くいろいろ小 言 を言った り,世 話 を焼 いた りす るこ とが多 くな
くみ
るため だ と考 えられ る。一方子 どもの方 は中期 青年期(プ ロス1962)に入 り,親 か ら心理 的な
距離 を置 くようになる。その子供 たちか ら母親 を見た場合 に上記 のよ うな回答が 出て くるので
は ない だろ うか。 とはいえ,母 親 に対 して肯定 的 な回答が 多 く,イ ギ リスで も 「心 配 して く
れ,守 って くれ,何 で もして くれ る」(2.4パー セ ン ト)「とて も愛 してい る」(2.4パー セ ン ト)
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とい う回答 に見 られるように日英両国 と も男子は母親 を肯定的 に捉 えている ことがわかる。
一方女子 は,イ ギ リスで は 「うま くい ってい る」(13.6パーセ ン ト)「話 しやすい」(9.1パー
セ ン ト)「愛 している」(6.8パー セ ン ト)「すば ら しい」(6.8パー セ ン ト)と いった肯定 的な回
答が多 く,「宿題 に関 しては厳 しい」(4.5パー セ ン ト)「言い争い をす る」(4.5パー セ ン ト)と
い うの も否定的 な意見 とは言い難 く,む しろ母親 ら しい心配 りの結果だ と考 えるこ とが で き,
安定 した母娘 関係 にあ ることがわか る。宿題 に関 しては 日英 とも大差な く,母 親が我が子 の宿
題 を心配 し,子 供 はその ことに反発 する とい うほほえ ましい姿 が浮かび上がって くる。宿題 に'
関 して抱 えてい る問題 は日英両国 とも同 じだ とい うことだろ うか。 日本で も 厂おこ りっぽいけ
どや さ しくて,私 をわか って くれる」(14.4パーセ ン ト)「尊敬 している し,頼 りになる」(7.2
パ ーセ ン ト)「す ば らしい」(5.4パー セ ン ト)「がん ば り屋」(4.5パー セ ン ト)「よきア ドバ イ
ザ ー」(1.8パー セ ン ト)と いった回答 に見 られ る ように母 親 を肯定 的 に見 てい るこ とがわか
る。 ただここで も 「何 とも思 わない」(1.8パー セ ン ト)と い う回答 が見 られたが,単 に調査 に
回答す るのが面倒 で この ような回答 をしたのであれば よいのだが,親 子 関係が冷 えきってこの
ような回答 を したのであれば気 にかかる点であるが,そ の他 の調査結果 か ら見 て,家 庭で はか
な り会話がお こなわれてお り,親 子 関係 が冷え きってい る とは考 え られず,「親 か ら心理 的 な
くの
距離を置 く」(プロス1962)という中期青年期の特徴的な傾向としてこのような回答が出てき
たものと考えられる。
d.父 親,母 親像 について
設問4,「 理想 の父親 母親像」 についての結果は表18～19に示 している。
表18「 理想の父親像」
イギリス 男子42人 日本 男子159人 イギリス 女子44人 日本 女子59人
サッカーや釣 りになどに や さ しい13(8.2%) 私の父11(25%) しかる時にはしかるが普
連れて行ってくれる 今のままでよい8(5%) 私を理解 してくれる(認 段 は や さ しい7(11.9%)
13(31%)自由にさせてくれる めてくれる)11(25%)今 のままで よい5(8.5%)
僕 の 父6(14.3%) 7(4.4%)お 金 を くれ る8(18.2%)どしっと構えていて普段
やさしくておこらない 理解 して くれる5(3.1%) 話 しやすい人(おもしろ はうるさく言わないが,
4(9.5%)子供に厳 しい4(2.5%)い人)5(11.4%) いざという時に言って く
お金 をくれる(買って く しかる時にはしかり,ほ 私を外出させて くれる れ る5(8.5)
れ る)4(9.5%) める時にはほめる 4(9%) 理解 して くれ る4(6.8%)
話 しや す い2(4.8%) 3(1.9%)私を愛 して くれる や さ し く て か っ こ よ く
僕の側にいてくれる 一緒に遊んでくれる 3(6.8%)て,何でも話せる
2(4.8%) 3(1.9%)私を外に連れていって く 2(3.4%)
給料が高くて,高級車を 子供から尊敬される れ る3(6.8%) 渋 くてダンデ ィ2(3.4%)
持 っ て い る2(4.8%) 3(1.9%)私の側にいて くれる やさしくてほめて くれる
自分が正しいと思わない人 楽 しい 人3(1.9%) 2(4.5%) 2(3.4%)
1(2.4%)タバコを吸わない人 私を自由にさせて くれる ほどほどにしゃべれる
用事をいいつけない 2(1.3%) 2(4.5%) 2(3.4%)
1(2.4%)背が高い2(1.3%) 頼れる人2(3.4%)
尊敬できる人1(1.7%)
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冷静な人1(2.4%) しっか りしたいい父 一 日中テレビの前に座っ 昔っぼくない人
ペ レ1(2.4%) 2(1.3%)て居眠 りしない人 1(1.7%)
・儚ト優1(2 .4%) 皆のことを考えて くれる 1(2.3%)心が暖かい人1(1.7%)
誰 もい ない1(2.4%) 2(1.3%)母 とうまくいっている ドラマ の父 親1(1.7%)
どこかへ連れて行ってく 1(2.3%)一緒にいて恥ずかしくな
れ る2(1.3%) 短気でない人1(2.3%)い人1(1.7%)
落ちついてどしっと構え 流行に敏感で社交性があ 仕事でがんばっている人
て い る2(1.3%) り,私の邪魔をしない 1(1.7%)
偉大な人1(0.6%) 1(2.3%)力 強 くて 賢 い1(1.7%)
お 金 を くれ る1(0.6%) お 化 粧 を し て,パ ー 私のことを考えてくれる
うるさく言わない ティーに行かせて くれる 1(1.7/〉
1(0.6%) 1(2.3%)仕事でがんばっている人
ハ ンサ ム な入1(0.6%) 私に食器の乾燥させない i(1.7%)
心が広い人1(0.6%) 1(2.3%)
賢い人1(0.6%) 私の好きなテレビ番組を
紳士1(0.6%) 見せて くれる人
数学を教えて くれる人 1(2.3%)
1(o.s/〉宿題を手伝ってくれる
真面目で誠実な人間 1(2.3%)
1(0.6%)好きかってしない人
子供に自慢できる 1(2.3%)
1(0.6%)
スポーツができる
1(0.6%)
意志を貫き通す1(0.6%)
父親らしいことをする
1(o.s/〉
何でも相談に乗ってくれる
1(0.6%)
高倉 健1(0.6%)
応援 して くれる
1(0.6%)
表19「 理想の母親像」
イギリス 男子42人 日本 男子71人 イギリス 女子44人 日本 女子111人
話 しやすくて,僕 を理解 明るくてうるさくない 私 の 母18(40.9%) やさしくて何で も相談に
して くれ,面倒を見てく 7(9.9%)私の世話をしてくれる 乗 って くれる31(27.9%)
れ る14(33.3%) 何 で も言 え る3(4.2%) 6(13.6%)今のままでよい
子供扱いをせずに自由に 今の ままで よい3(4.2%) お 金 を くれ る6(13.6%) 11(9.9%)
させ て くれ る6(14.3%)大和撫子2(2.8%) 話 しやすい人4(9%) 美 しい 人11(9.9%)
お こ らな い し,い ば らな 何もせずに見届けてくれ や さ し くて,お も しろ い 料理のうまい人
レ、5(11.9%) る2(2.8%) 4(9%) 7(6.3%)
僕の母4(9.5%) 尊敬できる人1(1.4%)私を理解 してくれる(私 う る さ くな くて,自 由 に
お金 を くれ る4(9.5%) 料 理 が う まい1(1.4%) の人生 を歩 ませて くれ させ て くれ る6(5.4%)
僕の側 にいて,愛 してく お金持ち1(1.4%) る)4(9%) 友人のようで,で も頼れ
れ る2(4.8%) 父とは違った考えを持っ 相談に乗ってくれ,助 け る 母5(4.5%)
スポーッが好きな人 て ほ しい1(1.4%) て くれ る3(6.8%) 物わか りがよい(子供の
2(4.8%)しっか りしていて子供を 私を愛してくれる3(6.8%) 心をわかって くれる)
音楽が好きな人 甘 や か さな い1(1.4%) 服装のセンスがよい 3(2.7%)
2(4.8%)家のためにがんばってく 3(6.8%)自分の好みを押 しつけな
服を買ってくれる れてどんなことにも必死 私の祖母2(4.5%) い2(1.8%)
1(2.4%)になって理解してくれる 私を外に連れて行ってく 子供の視点に立って会話
とな りの ケ リー 1(1.4%)れ る2(4.5%) が で きる2(1.8%)
1(2.4%)夜なべして手袋を編んで 私を自由に外出させてく 若 い 人2(1.8%)
くれ る 人1(1.4%) れ る2(4.5%)
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他の人達とうまくいく 家事が上手な人
2(4.5%) 2(1.8%)
やきもきしない人 暴力的にならない
2(4.5%) 1(0.9/)
10代のような行動をやめる うそをつかない
2(4.5%) 1(o.s/〉
や さ し くて,お ば さん ら
し くな い1(0.9%)
子供のお手本1(0.9%)
よそのだんなさんとも話
せ る 人1(0.9%)
決してほったらかしにし
な い1(0.9%)
いつも明るく姉みたいな母
i(o.s/)
家庭を大切にし,活発な人
1(0.90
まめ な 人1(0.9%)
家の中がすべてになって
いるので,も う少 し外の
世界に目を向ける
1(0.9%)
子供 のことはある程度
放 っ て お く1(0.9%)
皆の気持ちをわかってあ
げれるような母親
1(o.s/〉
気楽な人1(0.9%)
強い精神を持っている人
1(o.s/)
家族 と過ごすことを考え
て い る1(0.9%)
子供好 き1(0.9%)
歌が上手1(0.9%)
笑顔を絶やさない明るい人
1(0.9%)
サ ザ エ さ ん1(0.9%)
力強い人1(0.9%)
この設 問に関 して,日 本のB高 で調査 を実施 した時 に,男 子 には 「理想 の父親像」 を,女 子
には 「理想 の母親像」 を限定 して尋ねたため に,調 査 総数 に差 が生 じているが,日 英両 国で高
校生が理想 とす る父親像,母 親像 はどの ような ものか を探 ってい くこ とにす る。 まず,理 想の
父親像 について見 てい くこ とにする。男子 に関 しては,イ ギ リスで は,「サ ッカーや釣 りなど
に連 れ て行 って くれる」(31パー セ ン ト)が 第一位 で,次 いで 「僕 の父」(14.3パー セ ン ト)
「や さ しくてお こらない」(9.5パー セ ン ト)「お金を くれる(買 って くれる)」(9.5パー セ ン ト)
となっている。一方 日本では 「や さ しい」(8.2パー セ ン ト)が 第一位 で,次 いで 「今の ままで
よい」(5パ ーセ ン ト)「自由に させて くれ る」(4.4パー セ ン ト)「理解 して くれ る」(3.1パー
セ ン ト)「子 供 に厳 しい」(2.3パー セ ン ト)「叱る時 には しか り,ほ め る時 にはほめる」(1.9
パ ーセ ン ト)L緒 に遊 んで くれ る」(1。9パー セ ン ト)「子供 か ら尊敬 され る」(1.9パー セ ン
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ト)「楽 しい人」(1.9パー セ ン ト)等 調査人数が多 い分,回 答 が多岐 に渡 ってい る。 両国で共
通 して いるの は 厂や さしい」 父親像 であろ う,た だ違 うのはイギリスでは 「サ ッカーや釣 りに
連 れて行 って くれる」 ような 自分 に関 わって くれ る父親像 を望 んでい るの に対 し,日 本 で は
「あれこれ文句 を言 わず に自分の ことをよ くわかって くれて,や りたいこ とをや らせて くれる」
とい う父親像である。
次 に見 られ る共通 点 と しては 「今 の 自分 の父親」 を理想 の父親 として評価 してい る点 であ
る。 これは今 まで何度 も述べ て きているように父子関係 が うま くい っている証 しであろ うし,
父親が努力 を している結果 であろ う。次 に両国の相違点 としては,イ ギ リスで 「お金 を くれる
(買って くれ る)」(9.5パー セ ン ト)厂給料 が高 くて,高 級車 を持 っている」(4.8パー セ ン ト)
とい う回答 で あ り,こ れ は 日本 では ほ とん ど見 られ な い。一 方 日本 で は,「や さ しい」(8.2
パーセ ン ト)父 親 を求 めている反面,「子供 に厳 しい」(2.5パー セ ン ト)「叱る時 には叱 り,ほ
める時 にはほめる」(1.9パー セ ン ト)と い った回答 が見 られ る。 これは逆 に最近 『や さしくな
りす ぎた』父 親 に対す る反動の現 れであ ろ うか。一方女子 で も両 国 とも 厂今の 自分 の父親」
(イギ リス25パーセ ン ト,日 本8.5パー セ ン ト)を 理想 の父親 として高 く評価 してい る,特 にイ
ギ リス にお いて顕著 である。その他 イギ リス では 厂理解 して くれ る」(25パー セ ン ト)父 親が
二位 に きて,男 子 同様 に 日本 ではほ とんど見 られない 「お金 を くれ る」(18.2パーセ ン ト)父
親 が三位 となっている。 また,日 本で は 「お こる時 にはお こるが普段 はや さしい」(11.9パー
セ ン ト)父 親 が一位 に来 てい る。 この ことか ら両 国 に共通 す る父親像 として 「や さ しくて,
(自分の ことを)理 解 して くれ る」 とい うこ とになろ う。それが,両 国の一,二 位 で見 られ た
「今 の 自分 の父親」 にな るのであ ろう。 ただ,両 国 とも男子 と違 い 「流行 に敏感 で社 交性が あ
る」(2.3パー セ ン ト)(イギ リス)や 「か っこよい」(3.4パー セ ン ト)「渋 くて ダンデ ィ」(3.4
パ ーセ ン ト)(日本)と いった回答 に見 られ るように外 見上の評価 も必要 になって くる。その
上 で前 述の 「や さ しくて(自 分 の ことを)理 解 して くれる」 父親像 が要求 されてい る。 『理想
の父親像』 プラス 『理想の夫』像 とい うべ きであろ うか。 ともか く父親 にとって 〈娘の理想 と
す る父親像〉 に近づ くことは至難の技 といえる。 しか し,こ の調査か らは,両 国 とも父親 はか
な り 〈娘が理想 とす る父親像〉 に近い といえるだろう。
次 に理想の母親像 について見 てい こうと思 う。男子で はイギ リスで 「話 しやす くて,僕 を理
解 して くれ面倒 を見て くれ る」(33.3パーセ ン ト)が 一位 で,次 いで 「子供扱 いをせ ず に自由
にさせ て くれ る」(14.3パー セ ン ト)「お こらない し,い ば らない」(11.9パー セ ン ト)「僕 の
母」(9.5パー セ ン ト)と 続 いている。 日本 で も 「明 る くて うるさ くない」(9.9パー セ ン ト)が
一位 に来て 「何 で も言え る」(4.2パー セ ン ト)「今の ままで よい」(4.2パー セ ン ト)と な って
いる。 この ことか ら,両 国 とも理想 の母親像 として 「や さ しくて,う るさ くな くて,何 で も理
解 して くれて,し か も自由に させ て くれる」 とい うい ささか 自分 に都合の よい母親像 が浮か び
上 が って くる。 日本 で見 られ た気 になる回答 と しては 「父 とは違 っ た考 えを持 って ほ しい」
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(1.3パーセン ト)で,これは設問3(表12-17)で見 られた 「父の意見にいつも賛成」という
回答から導 き出された 『母親にも父親の意見の受け売 りとは違う自分の意見 をしっか りと持っ
てほしい』 という子どもの期待感の表れであろう。
次 に女子に関してイギ リスでは 「私の母」(40.9パーセント)が一位で,次 いで 「私の世話
を して くれる」(13.6パーセ ン ト)「お金を くれる」(13.6パーセン ト)「話 しやすい人」(9
パーセント)「やさしくてお もしろい」(9パーセン ト)「私を理解 してくれる」(9パーセン
ト),一方日本では 「やさしくて何でも相談に乗ってくれる」(27.9パーセント)「今のままで
よい」(9.9パーセント)厂美 しい人」(9.9パーセ ント)「料理のうまい人」(6.3パーセント)
「うるさくなくて自由にさせて くれる」(5.4パー セン ト)という順に続いている。やは り,こ
こでも両国において 『今の自分の母親を理想の母親像』 と考えている生徒が多数お り,「理想
の父親像」で見られた回答と合わせ両国とも良好な家族関係が築かれていることがうかがわれ
る。特にイギリスの女子において自分の父親,母 親を理想の父親 母親として高 く評価 してい
ることがわかる。共通する理想の母親像 としては 「やさしくて,話 しやす く,何で も相談 に
乗って くれて,私 の世話をして くれる」 ということになるのだろう。 ここで も父親像同様に
「服装のセンスがよい」(6.8パーセント)(イギリス),厂美 しい人」(9.9パーセント)(日本)
といった外見上の容姿を重視 していることがわかる。
最後に何度か触れたが,イ ギリスにおける男女の回答でそれぞれ 「お金をくれる」というの
が見 られた点であるが,日 本ではこの回答は男子で1名 見 られたのみであった。また,父 親
母親 との対話内容の中にもこの 「お金」が見 られた。 このような親子間における 「お金」のや
りとりが,な ぜイギリスで多 く見 られるのだろうか,ま た,逆 にB本では 厂お金」が筆者の調
査に関する限 り,ほとんど見 られなかった。この 日英の違いは単なる偶然なのだろうか,そ れ
ともそ こには何 か深 い意 味が 隠されてい るのだ ろ うか,今 後検討 してい きた い点 で
ある。
終 わ り に
今回は家庭生活及び家族 に対する意識を中心に日本 とイギリスの高校生について考察した。
今回の調査では対話相手、対話内容、その人に対する意識、理想の父親像、母親像 について、
日本 とイギリスを比較し,考察 を進めていった。調査結果か ら対話相手としては,イ ギリスで
は男子で父親が,女 子では母親が一位で,一 方 日本で も男子では,父親,母 親が同数で一位,
女子は母親が一位 というように両国とも父親,母 親が対話相手として多 く選ばれていた。この
ことから,子 ども達も父親 母親を高 く評価 していることがこの調査で裏付けられた。また対
話内容も進路や学校の相談といった重要なものが多 く,家庭の教育力の低下が言われても親の
役割は依然として高 く,ここからもまだ家庭における教育力が残されていることが証明され
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た。とはいえ,父親が対話相手に選ばれる割合は母親 と比べるとまだまだ低 く,今後仕事 と家
庭をうまくや りくりして,子供達 との対話時間を確保するために一層の努力が必要とされるだ
ろう。バブル経済が終わ り,父親の帰宅時間が早 くなった今こそ本当に父親の存在価値が問わ
れるであろう。父親が家庭で子供達 との対話に努力すればする程,家 庭の教育力は高まってい
くであろう。それは母親 においても同様であろう。さらにはここで示された理想の父親像,母
親像 も 『単なる理想 に過 ぎない』 と一笑に付すのではなく,子供達の切実な願いと受けとめ少
しで も理想に近づ くように努力することが大切であろう。その努力が きっと子供達の心を動か
すだろう。さらにこの調査から特筆すべ きは,兄弟姉妹を対話相手に選んでいる生徒が多 くい
たことである。考察でも述べたが,年齢が近い分,親 にも話せないことを話 しているのだろう
と思われる。これが少子化傾向で話す相手がいなくなると彼 らは誰を相手に対話すればよいの
だろうか。 どういう影響がでるのだろうか心配な点である。この少子化の問題は,女 性の社会
進出に伴い,仕事と子育てが両立できる環境づ くりをしない限 り,解決は困難であろう。 もち
ろん夫 としての男性側の協力も不可欠であろう。そうして子供達の対話相手を今後も保証で き
るように努力 したいものである。スウェーデンのように出産,育 児の環境を整備することで出
生率を高めることが求められる。
今回はイギリスと日本の二国間の比較を試みたが,次 回はこれにニュージーランドを加えて
三国間の比較をして,共通点 ・相違点,ま た彼 らが抱えている問題を見つけだ し,高校生が少
しでも夢が持てる青年期 にするためにはどうすればよいのかについて検討を進めてい きたい と
考える。
注
(1)長尾 博 『ケース青年心理学』有斐閣,1991年,p.8
(2)青木多寿子 「青年における身近な他者への役割期待の違いと性差」 日本心理学会編集委員会,
『心理学研究』 第64巻,第2号,1993年,pp.140-146・
(3)上掲 長尾p.8
(4)上掲 長尾p.8
(はやし たかお 大阪府立磯島高校)(1996年10月16日受理)
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